情報検索 レポート１（新聞記事のキーワード）
１．目的
資源としての情報はほとんどテキストの形で流通しており、従って、情報収集のために
はテキストに含まれるキーワードを的確に使用することが重要である。そこで、新聞記事
からテキスト情報を取り出し、さらにテキストからキーワードを切り出し、整理すること
によりキーワードの概念を理解する。
２．キーワードとは
· キーワードは各情報の内容を適切に表現する情報中の用語．
· キーワードは基本的に　　　　 

· 名詞の中でも　　　　は情報を特定するためにも，もっとも有効なキーワード．

重要度： 人名＞団体名，社名＞地名＞普通名詞
· 基本的には最小の名詞単位（意味を持つ最も短い名詞）がキーワードとして使用される。名詞が連なった語も連なることにより新しい意味を持てば，キーワードとして使用される．

 例： 世界地図 → 世界，地図，あるいは世界地図
· 数字もすべてキーワードに含める．
 
例： 4月18 日 → ４月，18 日，あるいは4 月18 日
· 「名詞＋する」の場合も名詞部分はキーワード．

例： 
管理する → 管理


歓迎する → 歓迎


開通する → 開通
·  図表のタイトル，数値，説明文もすべてキーワードの対象となる．
３．レポート作成手順
1）最近の新聞から興味のある１記事を選択し、記事をword にタイプする。ただし、500 字以上の記事を使用すること。
（Web の記事は使用不可）。
2）該当記事を「見出し（表題）」と、「副見出し」と、「本文」と、「写真/図/表の説明」に分けてテキスト化する（word で入力をする）。本文が長文の場合は500～800 字程度までテキスト化する。
3）キーワードに「網かけ」をする。キーワードが連続している場合は「 / 」で区切る。

重複して用いられる場合は，「アンダーライン」を引く（３ページ参照）．

4）「網かけ」をしたキーワードリストをExcelで作成する。全キーワードを並べ替えて( 「並

べ替え」機能を使用)、キーワードの重複を除いて、あいうえお（ソート）順キーワードリ

ストを作成する（4 ページ参照）。
４．提出する内容 （A，B 両方を提出）

_A　:「web の画面から送信」

　１． 氏名＋グループ名（A, B, or C）

　２． 学籍番号

　３． 新聞名、発行年月日、朝夕刊の別、記事記載ページ，版番号

　４． 見出し

　５．見出,副見出,本文,図表写真の説明文を含む全文字数の記事内容順キーワードリスト（p4の７.記事内容順キーワードリスト参照)
　６． 重複を除いた並び替えキーワードリスト
（p.4の８．重複を除いた並び替えキーワードリスト参照）

　７． 副見出し（あれば全て記入する）

　８． 図表の説明文

　９． 統計値

   統計値A (見出,副見出,本文,図表写真の説明文を含めた全文字数)


   統計値B (重複を除いたキーワード数)


   統計値C (100 字あたりキーワード数 ＝ B ÷ A × 100)

　１０．検索キーワード（重要と思われる順に３～５ワード記入する）

　１１．記事を選んだ理由

　　　　キーワードについて理解できた内容（記事内容とは関係ありません）
_B　:「高木レポートBOX に提出」する。ファイル形式は自由。
[image: image1.emf] 


　１２．記事のコピー

　１３．網かけをしたテキスト文
学籍番号：　　　　　　　　　　　　
氏名：　　　　　　　　　　　　　　　
提出日： 　　年　　　 月　　　 日

	見出　：情報活用における目的の重要性
副見出：

出版日・文字数：　2010/4/20　３１１文字（スペース含めない）

新聞名　朝夕刊の別　版数：日本情報新聞　朝刊　ページ：３　１２版　
本文：

歴史的にみてどのような場合に情報が価値を持っていたかを考えると、統治、戦争、商業活動などいずれも他者より有利な立場に立ち競争に勝つことを目的とする場合に最も情報の価値が高くなる。多くある情報の定義の中で、主にビジネス/分野を主体においたものとして、「情報とは特定の目的を達成するための判断材料である」という定義がある。情報の利用には達成する目的が必要で、目的が不明確であれば判断や意思決定が不可能であることを意味する。逆に、目的が明確であればあるほど情報を有効に活用できることになる。戦争やビジネスにおいては、最終的には相手に勝つことで、情報の利用目的が非常に明確であることから、情報が有効に活用されてきたといえる。
図表の説明文：


⑬　網掛けをしたテキスト文
注）「歴史的」「最終的」「勝つ」はキーワードとして有効な場合も想定されるがここでは概念を示すことのできる名詞のみを対象とする。

６. 新聞記事をスキャンする方法（⑫で使用する新聞記事イメージの取り込み方）
1) パソコン実習室２５６の３列目のPC を利用する。
　　PC25－PC35 にスキャナーが接続されている。
　　スキャナーに原稿をセットする
２) スタート → NUIS → JTrimを立ち上げる。
３) JTrimのファイルメニュー → TWin機器からの入力を選択
４) 原稿を選択する→新聞（白黒）/解像度３００ → プレビュー → 範囲の設定
５）スキャン → 取り込み（１－３分必要）
６) ファイルメニュー　→　上書き保存　→　ＵＳＢに保存　→ ファイル名指定

　　ファイルの種類：JPG ファイル（他の形式では10M を超えます）
７．記事内容順キーワードリスト　　　　８．重複を除いた並び替えキーワードリスト
　　５３語　　　　　　　　　　　　　　　３３語
	1
	ビジネス

	2
	意思決定

	3
	意味

	4
	価値

	5
	価値

	6
	活用

	7
	競争

	8
	主体

	9
	重要性

	10
	商業活動

	11
	場合

	12
	情報

	13
	情報活用

	14
	戦争

	15
	相手

	16
	他者

	17
	達成

	18
	定義

	19
	統治

	20
	特定

	1
	情報活用

	2
	目的

	3
	重要性

	4
	場合

	5
	情報

	6
	価値

	7
	統治

	8
	戦争

	9
	商業活動

	10
	他者

	11
	有利

	12
	立場

	13
	競争

	14
	目的

	15
	場合

	16
	情報

	17
	価値

	18
	情報

	19
	定義

	20
	ビジネス


	21
	分野

	22
	主体

	23
	情報

	24
	特定

	25
	目的

	26
	達成

	27
	判断材料

	28
	定義

	29
	情報

	30
	利用

	31
	達成

	32
	目的

	33
	必要

	34
	目的

	35
	不明確

	36
	判断

	37
	意思決定

	38
	不可能

	39
	意味

	40
	目的

	41
	明確

	42
	情報

	43
	有効

	44
	活用

	45
	戦争

	46
	ビジネス

	47
	相手

	48
	情報

	49
	利用目的

	50
	明確

	51
	情報

	52
	有効

	53
	活用

	21
	判断

	22
	判断材料

	23
	必要

	24
	不可能

	25
	不明確

	26
	分野

	27
	明確

	28
	目的

	29
	有効

	30
	有利

	31
	利用

	32
	利用目的

	33
	立場


�





1 枚にまとめ，学籍番号，氏名，提出日を必ず記入する。


文字数が多い場合は、イメージと本文を２枚に分けて提出する。






































（４ページ６.新聞記事をスキャンする方法参照）





　　⑫　記事をスキャナーで取り込み


　　　　イメージをここへ貼り付ける。








５._B　の書式見本：高木のレポートＢＯＸに提出する


　(テキスト文は実際の新聞記事ではありません）
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